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 ライプツィヒ、読む ― ヨーロッパ最大となる朗読会が毎年ライプツィヒ書籍
 見本市に合わせて行われ、ありとあらゆる場所がその会場となります。
 たとえそれが市役所でも、階段でも…。

   ポピュラー音楽文化の祭典「ポップアップ」。街中のクラブを舞台に音楽会議 
 やコンサートが開催され、各地からインディーズミュージシャンが集まります。 

  カフェ・グルントマンはアール・デコ様式のコーヒー店として市内唯一のもので 
 あるほか、芸術家や文筆家の創造性が集まる場所でもあります。ここで当地 
 出身のジャズバンド「ホットクラブ・ダレマニエ」の演奏会が開かれる際は…くれ 
 ぐれもお早めのお越しを！

   音楽・演劇・映画の舞台となる芸術交流施設「ナトー」は市街南部のカール・
 リープクネヒト通りにあります。多くの酒場と文化空間が集まるこの通りは、
 “カーリー”の愛称で市民から親しまれています。

時流の見える場所
ライプツィヒで過ごす夜は常に驚きに溢れています。文化創作活動が毎晩の
ように小劇場・クラブ・展示空間で繰り広げられ、それらは全貌を把握できな
いほど多岐にわたっています。
電子音楽イベント・朗読会・映画会・ジャズ演奏会…ここに住む者でさえ、いつ
でも新たな発見がある街、それがライプツィヒです。自分自身の目で多様性を
発見する楽しみを、是非ここでご体験ください。
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2013   リヒャルト・ワーグナー生誕200周年

2012   トーマス教会少年合唱団800周年 2013 諸国民戦争200周年
 諸国民戦争記念碑建造100周年

2014  平和革命25周年

2015   ライプツィヒ1000年祭

記念行事

未来への記憶
ライプツィヒは音楽文化の長い伝統を誇ります。ト
ーマス教会少年合唱団は2012年に800周年を迎
えるほか、2013年には当地に生まれ、ここで音楽
の感性を磨いたリヒャルト・ワーグナーの生誕200
年となります。またヨーロッパ共通の記憶である諸
国民戦争（ライプツィヒの戦い）も同年200周年、
戦場跡に建つ巨大な諸国民戦争記念碑も、その落
成から100周年を迎えます。近年になってもライプ
ツィヒはヨーロッパ現代史に偉大な足跡を残しま
した。市内ニコライ教会に始まる1989年の月曜デ
モほど、東ドイツ平和革命に影響を及ぼしたものは
ありません。2014年は革命から四半世紀の節目と
なります。ライプツィヒ市民は世界史にその名を刻
んだだけでなく、世界そのものを変えました。毎年
10月9日に開催される「光の祭典」は、それを讃える
ための大切な記念行事となっています。そして
2015年は「リプツィ城」としてのライプツィヒの史
料初出から1000年目となり、盛大な記念祭が執り
行われます。



続きは是非、
ライプツィヒで！
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ライプツィヒ 

1723年、ヨハン・セバスチャン・バッハは
市の音楽活動を統括するトーマス教会
音楽監督（トーマスカントル）に就任しまし
た。彼はトーマス学校において音楽教師
としての職務のほかにラテン語を担当した
ものの、実際には同僚に心づけを渡して
授業を代行してもらっていたそうです。
そのためバッハが音楽芸術に集中できたの
ですから、後世の私たちにとってはむしろ
幸いと言えるでしょう。

この街にはヨーロッパ中から自動車
愛好家たちがやってきます。例えば
ここで製造されたポルシェの新車を
購入すべく。ご希望とあれば、公道を
走る前に工場付属のサーキットで
その新車を飛ばしてみることも可能
です。
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世界的な運送会社DHLのヨーロッパ・
ハブは、ライプツィヒ=ハレ空港に置かれ
ています。全世界から毎日数え切れない
ほどの貨物が当地に集まり、そしてここ
から世界各地へと運ばれてゆきます。

ここは文豪ゲーテが学生時代を過ごし、
青春を謳歌した地でもあります。
国内で2番目に古い大学を持つ
ライプツィヒは今なお学生の街として
ドイツ有数の人気を誇り、世界中から
およそ4万人の学生がここに集い、学び、
そして活気溢れる日々を送っています。

さらなる情報は下記アドレスへお問い合わせください。
info@leipziger-freiheit.de
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ライプツィヒと待ち合わせ

日 本 語

生 活 流 儀 ― 経 済 基 盤 ― 先 端 科 学 ― 文 化 精 神Leipzig Tourismus
und Marketing GmbH www.leipzig.de




